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里
山
を
歩
い
て
自
然
豊
か
な
風
景
を
楽
し
む
の

に
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
早
朝
、
車
で
出
か
け

る
と
結
構
遠
く
の
里
山
を
目
指
す
こ
と
が
出
来
ま

す
。
秋
空
の
も
と
二
、
三
時
間
里
山
を
歩
き
、
景
色

の
よ
い
高
台
を
見
つ
け
昼
食
。
今
朝
、
握
っ
た
お
に

ぎ
り
を
ほ
お
ば
る
。
具
は
、「
紀
州
の
梅
干
」。
放
射

線
量
を
気
に
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
う
ま
い
。

　
自
然
は
、
神
か
ら
の
授
か
り
も
の
。
そ
し
て
、

心
の
拠
り
所
。
本
来
、
自
然
を
識
っ
て
、
人
間

生
活
に
活
用
す
べ
き
も
の
を
人
間
の
驕
り
か
ら
、

間
違
い
、
見
誤
っ
た
結
果
だ
。

　
こ
の
時
期
の
日
暮
れ
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
秋
祭

り
の
「
お
囃
子
（
は
や
し
）」
の
稽
古
音
が
か
す

か
に
聞
こ
え
ま
す
。
笛
、太
鼓
、小
太
鼓
、鉦
（
か

ね
）、拍
子
（
ひ
ょ
う
し
）
を
と
る
の
は
、鉦
で
す
。

三
味
線
が
無
い
の
は
、
さ
び
し
い
気
も
し
ま
す
。

子
供
の
こ
ろ
は
、
何
気
な
く
山
車
の
囃
子
（
は

や
し
）
を
耳
に
し
て
い
た
が
、
い
ま
お
囃
子
を

聴
く
と
郷
愁
に
か
ら
れ
る
。

　
昨
今
、
登
下
校
時
の
子
供
の
姿
は
、
ほ
と
ん

ど
見
な
い
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
も
聞
こ
え

て
こ
な
い
。
ど
こ
か
に
避
難
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
お
そ
ら
く
、し
ば
ら
く
は
戻
れ
な
い
、
ま
た
、

戻
っ
て
こ
な
い
。
今
年
の
秋
祭
り
の
人
出
は
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
か
？

　
新
首
相
の
も
と
閣
僚
・
補
佐
官
も
新
た
に
決

ま
っ
た
が
、
民
間
組
織
で
は
、
社
長
が
新
た
な

目
標
を
決
め
れ
ば
、
役
員
・
社
員
も
一
所
懸
命

知
恵
を
出
し
、
行
動
す
る
が
当
然
。
し
か
し
、

我
国
の
省
庁
の
官
僚
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
？
日

本
国
危
急
存
亡
の
今
こ
の
時
に
国
益
の
た
め
に

働
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
。
　
　
　（
岩
見
記
）
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税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

地
域
金
融
機
関
と

　
　
税
理
士
の
役
割

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

Ｑ　

平
成　

年
度
の
税
制
改
正
の
う
ち

法
人
税
関
係
の
改
正
の
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ　
「
平
成
23
年
度
税
制
改
正
法
案
」
の
う

ち
、「
政
策
税
制
の
拡
充
・
納
税
者
利
便
の

向
上
・
課
税
の
適
正
化
」「
期
限
切
れ
租
税

特
別
措
置
の
延
長
等
」
に
係
る
措
置
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
法
律
案
「
現
下
の
厳
し
い
経

済
状
況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の

整
備
を
図
る
た
め
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
と
し
て
国
会
に
提
出
さ

れ
、
平
成
23
年
６
月
30
日
に
公
布
・
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
新
た
な
法
律
案
の
提
出
に
伴

い
、「
平
成
23
年
度
税
制
改
正
法
案
」
は
修
正
・

存
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
、「
経
済
社
会
の
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
税
制
の
構
築
を
図
る

た
め
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
と
し
て
国
会
で
審
議
中
で
す
（
平
成

23
年
９
月
９
日
現
在
）。

　

税
制
改
正
の
う
ち
、
法
人
税
関
係
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
雇
用
促
進
税
制
の
創
設

　

青
色
申
告
法
人
が
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開

始
す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
当
期
末
の

雇
用
者
（
法
人
の
使
用
人
の
う
ち
雇
用
保
険

の
一
般
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
を
い
い
、
使

用
人
か
ら
役
員
の
特
殊
関
係
者
及
び
使
用
人

兼
務
役
員
は
除
か
れ
ま
す
。）
の
数
が
前
期

末
の
雇
用
者
の
数
に
比
し
て
５
人
以
上
（
中

小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は
２
人
以
上
）
及
び

10
％
以
上
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
証
明

が
さ
れ
る
な
ど
一
定
の
場
合
に
該
当
す
る
と

き
は
、
20
万
円
に
基
準
雇
用
者
数
を
乗
じ
て

計
算
し
た
金
額
の
特
別
控
除
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
当
期
の
法
人
税

額
の
10
％
（
中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は

20
％
）
相
当
額
が
限
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
率
の
特
例
の
延
長

　

中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
率
の
特
例
に
つ

い
て
、
平
成
23
年
３
月
の
改
正
法
に
よ
り
適

用
期
限
が
平
成
23
年
６
月
30
日
ま
で
の
間
に

終
了
す
る
各
事
業
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
、
今

回
の
改
正
に
よ
り
そ
の
適
用
期
限
が
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
終
了
す
る
各
事
業

年
度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

○
事
業
基
盤
強
化
設
備
等
を
取
得
し
た
場
合

等
の
特
別
償
却
又
は
特
別
税
額
控
除

　

事
業
基
盤
強
化
設
備
等
を
取
得
し
た
場
合

等
の
特
別
償
却
又
は
特
別
税
額
控
除
に
つ
い

て
、
そ
の
適
用
期
限
が
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

２３
23

平
成　

年
分
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

２３

　

年
末
調
整
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
０
２
４

－

５
３
４

－

３
１
２
１

福
島
税
務
署
（
音
声
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

ボ
タ
ン
「
２
」
を
選
択
し
て
下
さ
い
。）

内
線
２
４
３
源
泉
所
得
税
担
当
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
自
動
車
税
の
納
付
は
10
月
31
日
ま
で
に
！
〉

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
自

動
車
の
所
有
者
に
（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使

用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

今
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
原
子
力

災
害
区
域
に
係
る
一
部
市
町
村
（
田
村
市
、

南
相
馬
市
、
川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、

富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪

江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
）
を
除
き
、
10
月

31
日
（
月
）
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。
最
寄

り
の
金
融
機
関
や
各
地
方
振
興
局
の
窓
口
の

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
納
期

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
の
際
に
受
け
取
る
「
納
税
証

明
書
」
は
、
車
検
を
受
け
る
と
き
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月  9 日（水）

11月10日（木）

11月10日（木）

11月15日（火）

11月16日（水）

13時30分

10時

13時 30分

13時 30分

10時

・福島市のうち飯坂
地区、北信地区を
除く地域

・川俣町

・福島市のうち飯坂
地区、北信地区

・伊達市、国見町、
桑折町

福島テルサ
FTホール

伊達市
ふるさと会館
MDDホール

開催年月日 開始時間 会　場 対象地域



　

十
月
一
日

は
新
し
い
酒

造
年
度
の
始

ま
り
で
す
。

　

折
も
折
、

本
県
産
の
ソ

バ
焼
酎
「
福

島
の
風
・
出

会
い
」
が
今

年
の
モ
ン

ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
蒸
留
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
た

と
の
ニ
ュ
ー
ス
、
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
い
え
ば
国
際
的
な
食
品
品
評
会
で
す
。

焼
酎
党
の
私
に
と
っ
て
は
「
や
っ
た
ァ
」

と
い
う
嬉
し
い
知
ら
せ
で
し
た
。
そ
こ
で

今
月
は
焼
酎
に
つ
い
て
少
々
知
っ
た
か
ぶ

り
を
致
し
ま
す
。

　

焼
酎
、
高
梁
酒
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ど
世

界
に
は
様
々
な
蒸
留
酒
が
あ
り
ま
す
が
、

民
族
固
有
の
発
酵
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
を

高
め
酔
い
心
地
を
よ
く
す
る
蒸
留
技
術
が

発
明
さ
れ
た
の
は
八
世
紀
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
回
り
ま
わ
っ
て
わ
が
国
、

と
い
う
よ
り
当
時
は
隣
国
で
あ
っ
た
琉
球

に
伝
わ
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
十
五
世
紀
頃

の
よ
う
で
、
出
来
あ
が
っ
た
の
が
ご
存
じ

の
「
泡
盛
」
で
す
。
最
近
は
泡
盛
と
い
っ

て
も
鹿
児
島
焼
酎
の
一
種
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
元
を
た
ど
れ
ば
焼
酎
の

ご
先
祖
様
で
。
そ
の
醸
造
技
術
が
江
戸
時

代
の
は
じ
め
、
琉
球
を
征
服
し
た
鹿
児
島

藩
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
県

が
今
や
国
内
最
大
の
醸
造
産
地
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

原
料
の
は
じ
め
は
米
で
し
た
。
し
か
し

江
戸
時
代
の
米
は
高
価
で
す
。
そ
こ
で
代

わ
り
に
麦
が
使
わ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
に

サ
ツ
マ
イ
モ
が
広
く
栽
培
さ
れ
て
か
ら
は

芋
が
使
わ
れ
始
め
、
そ
の
三
種
が
主
流
で

あ
る
こ
と
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

製
法
は
い
ず
れ
を
原
料
に
す
る
に
し
て

も
、
発
酵
し
た
も
ろ
み
を
加
熱
沸
騰
さ
せ
、

そ
の
蒸
気
を
冷
却
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
凝

縮
す
る
、
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
が
米
焼
酎

な
ら
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
と
繊
細
さ
、
麦

焼
酎
は
米
ほ
ど
癖
が
な
く
て
し
か
も
麦
独

特
の
香
ば
し
さ
と
ま
ろ
や
か
な
甘
み
、
芋

焼
酎
は
サ
ツ
マ
イ
モ
特
有
の
甘
さ
と
心
地

好
い
柔
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

各
蔵
元
に
は
も
ろ
み
の
発
酵
状
況
や
蒸

留
の
温
度
な
ど
、
他
社
に
は
お
し
え
な
い

秘
伝
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

最
後
に
「
洋
酒
天
国
」
か
ら
の
引
き
写

し
で
す
が
、
米
と
麦
は
水
割
り
か
ス
ト

レ
ー
ト
、
芋
は
お
湯
割
り
で
や
る
の
が
通

だ
そ
う
で
、
割
り
も
あ
ら
か

じ
め
自
分
好
み
の
量
を
舌
に

な
じ
ま
せ
て
お
く
と
、
料
理

の
味
も
一
段
と
ひ
き
立
つ
の

だ
そ
う
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
や
半
年
余
り
が

経
ち
ま
し
た
。
そ
の
大
震
災
に
よ
り
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
到
来
す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・

納
付
等
の
期
限
が
延
長
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
国
税
庁
の
発
表
に
よ
り
、
平
成
二
十
三

年
九
月
三
十
日
と
期
日
が
指
定
（
一
部
地
域

を
除
く
。）
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ

と
は
我
々
の
業
務
も
含
め
、
震
災
前
の
平
常

時
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
震
災
の
せ
い
に
は
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
延
長
さ
れ
た
中
小
企
業
金
融
円
滑

化
法
の
新
監
督
基
準
で
は
、
債
務
者
の
経
営

課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
適
切
な
助
言
な
ど

に
よ
り
債
務
者
自
身
の
課
題
認
識
を
深
め
、

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
を
提

案
・
実
行
す
る
と
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

機
能
の
発
揮
に
際
し
、
金
融
機
関
が
果
た
す

べ
き
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
経
営
課
題
の
把
握
・
分
析
と
そ
の
事

業
の
持
続
可
能
性
の
見
極
め
、
債
務
者
の
課

題
認
識
・
主
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
促
進
、

最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
経
営
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
方
策
）
の
提
案
、
経
営
再
建

計
画
の
策
定
支
援
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実

行
及
び
進
捗
状
況
の
管
理
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
密
着
型
金
融
機
関
は
資
金
供

給
者
と
し
て
の
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
小

企
業
に
対
す
る
経
営
支
援
や
地
域
経
済
の
活

性
化
へ
の
貢
献
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
や
そ
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
具
体
策
が
不
十
分

で
あ
り
、
短
期
的
か
つ
表
面
的
な
実
績
を
重

視
す
る
こ
と
が
阻
害
要
件
に
な
っ
て
、
人
材

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
面
で
も
顧
客
企
業
に
対
し
十

分
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
な
ど
、
課
題
が
残
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
税
理
士
に
も
外
部

専
門
家
と
し
て
、
同
業
他
社
比
較
に
よ
る
顧

客
企
業
の
強
み
や
経
営
課
題
等
の
把
握
と
分

析
、
顧
客
企
業
に
よ
る
業
績
管
理
体
制
の
構

築
支
援
や
正
確
な
財
務
資
料
の
早
期
作
成
支

援
と
い
う
日
常
的
な
役
割
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
機
能
の
出
発
点
で
も
あ
る
実
現
可
能
性

の
高
い
抜
本
的
な
経
営
再
建
計
画
の
策
定
や

そ
の
計
画
の
実
現
可
能
性
に
懸
念
が
あ
る
場

合
に
は
更
な
る
経
営
努
力
を
求
め
、
金
融
機

関
に
は
返
済
計
画
の
見
直
し
を
提
案
す
る
な

ど
、
経
営
目
標
実
現
や
経
営
課
題
解
決
の
た

め
の
中
立
的
・
客
観
的
な
立
場
か
ら
の
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
に
対
し
て
同
じ
役
割
（
思
い
）

を
も
つ
金
融
機
関
と
税
理
士
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

佐
藤
昌
彦

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

地
域
金
融
機
関
と

　
　
税
理
士
の
役
割
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桑
折
町
の
工
業
団
地
に
あ
る
鞄
工
作
社
い

た
が
き
。
こ
の
会
社
の
ゆ
る
ぎ
な
い
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
に
圧
倒
さ
れ
た
。
会
長
の
鞄
職
人
と
し

て
の
凄
い
技
術
、
社
長
の
サ
ッ
カ
ー
で
鍛
え
た

人
を
ま
と
め
る
力
と
攻
め
と
守
り
の
経
営
力
、

専
務
の
芸
術
大
学
を
出
た
現
代
的
な
デ
ザ
イ

ン
力
、
正
直
、
三
人
の
名
人
芸
に
度
胆
を
抜
か

れ
た
。

　

会
長
の
板
垣
航
二
氏
は
昭
和
七
年
横
浜
生

ま
れ
。
手
先
が
器
用
で
最
初
、
柔
道
着
や
剣
道

な
ど
の
武
具
、
野
球
の
グ
ロ
ー
ブ
の
も
の
づ
く

り
を
し
て
い
た
が
、
戦
後
、
東
京
の
八
木
鞄

製
作
所
で
皮
革
鞄
の
製
造
技
術
を
会
得
し
た
。

そ
の
後
、
エ
ー
ス
㈱
に
入
社
、
世
界
一
の
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
た
サ
ム
ソ
ナ
イ
ト
・
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
の
開
発
・
製
造
に
貢
献
し
た
。

　

社
長
の
板
垣
泰
一
氏
は
昭
和
三
十
六
年
東

京
生
ま
れ
。
現
在
ま
で
十
八
回
引
っ
越
し
を
し

た
と
い
う
の
で
び
っ
く
り
。
中
学
、
高
校
時
代

か
ら
サ
ッ
カ
ー
に
目
覚
め
大
阪
体
育
大
学
で

サ
ッ
カ
ー
部
で
活
躍
。そ
の
後
サ
ッ
カ
ー
人
生
。

全
国
各
地
で
試
合
を
重
ね
、
現
在
の
Ｊ
リ
ー
グ

の
監
督
さ
ん
ら
と
は
ほ
と
ん
ど
同
期
で
あ
る
。

そ
の
後
独
立
、
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を

経
営
し
、
会
員
は
三
百
名
ほ
ど
い
た
と
い
う
。

　

創
業
者
の
航
二
氏
、
自
分
の
手
で
自
分
ら
し

い
鞄
を
つ
く
り
た
い
と
エ
ー
ス
を
退
社
、
平
成

三
年
、
縁
あ
っ
て
国
見
町
に
㈱
鞄
工
作
社
い
た

が
き
を
設
立
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
十
二
年
、現
在
地
に
移
転
し
た
。

　

自
分
の
想
い
を
息
子
に
引
き
継
い
で
も
ら

い
た
い
、
と
長
男
の
泰
一
氏
と
次
男
の
良
二
氏

を
入
社
さ
せ
た
。
泰
一
氏
が
福
島
に
戻
っ
た

の
が
平
成
十
二
年
、
社
長
に
就
任
し
た
の
が

平
成
十
五
年
で
あ
る
。
創
業
時
、
十
五
人
だ
っ

た
社
員
も
現
在
は
三
十
八
人
。
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
な
か
で
仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
い
た

が
き
の
鞄
は
手
作
り
の
良
さ
酒
落
た
デ
ザ
イ

ン
の
高
級
品
で
あ
る
。
直
接
購
入
出
来
る
の
は

本
社
に
あ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
郡
山
う
す
い

百
貨
店
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
日
本
の

一
流
百
貨
店
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
だ
け
で
あ
る
。

三
越
、
伊
勢
丹
、
高
島
屋
、
大
丸
、
松
坂
屋
、

阪
急
、
阪
神
、
近
鉄
な
ど
簡
単
に
取
引
出
来
な

い
と
こ
ろ
ば
か
り
。

「
ど
う
し
て
契
約
で
き
た
ん
で
す
か
？
」

「
一
年
の
う
ち
三
百
日
ほ
ど
全
国
の
百
貨
店
を

訪
問
し
契
約
し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
世
界

の
ブ
ラ
ン
ド
、
エ
ー
ス
の
サ
ム
ソ
ナ
イ
ト
旅
行

鞄
の
開
発
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
日
本

絵
・
文　

や
や
ま
ひ
ろ
し

板垣 泰一氏
（伊達郡桑折町万正寺字宮ノ西１－３）

（024）582-5223

代表取締役社長

株式会社
鞄工作社いたがき

特
有
の
繊
細
な
技
術
が
加
味
さ
れ
た
鞄
が
製

造
出
来
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
福
島

で
創
業
出
来
た
こ
と
は
、
国
見
町
、
桑
折
町
の

人
々
の
温
か
さ
、
援
助
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」

と
謙
虚
な
心
使
い
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
製
品
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
素
人
な
り
に
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら
し

さ
、
手
作
り
の
技
に
感
動
し
た
。
全
て
専
務
の

良
二
氏
の
デ
ザ
イ
ン
は
さ
す
が
芸
大
出
身
、
ま

た
そ
の
機
能
性
は
三
年
間
北
海
道
の
板
垣
で

修
行
を
重
ね
た
だ
け
の
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
い
た
が
き
の
宣
伝
広
告
の

パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
凄
い
美
人
モ
デ

ル
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
。
見
と
れ
て
い
る
と

「
う
ち
の
娘
で
す
よ
」

と
軽
く
社
長
が
い
う
の
で
、
ま
た
ま
た
び
っ
く

り
。
商
品
の
こ
だ
わ
り
は「
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
、

楽
し
さ
が
あ
る
、
使
い
勝
手
が
い
い
」
会
社
全

体
が
凄
い
才
能
の
人
間
集
団
だ
と
感
じ
た
。

【
　
月
の
こ
よ
み
】

き
の
こ
の
季
節
『
食
べ
さ
せ
る
べ
き
か
…
』

１０

クイズに答えて金券をゲットしよう！

　法人会では、一般の方にも生活に身近な税について関心を持っていただこうと、福島市中央卸売市場で開催
の「市場まつり」において、税金クイズ大会を開催いたします。クイズに答えて、金券をゲットしよう！

クイズに答えて金券をゲットしよう！

税金クイズ大会開催税金クイズ大会開催

と　き　　平成23年10月 16日（日）

場　所　　福島市中央卸売市場
詳しくは、
福島法人会ホームページを検索


